






















































































































































ゴ
る
べ
か
ら
ず
、
患
に
期
米
相
場
の
抑
膝
を
の
み
事
と
す
べ

3
に
あ
ら
ず
、
と
の
意
見
に
基

3
針
策

に
付
き
具
申
す
る
と
之
ろ
が
あ
っ
た
が
、
君
の
此
意
見
は
農
相
に
容
れ
ら
れ
ず
、結

局

暴

利

取

締

令

を
接
動
し
て
単
に
抑
魅
に
の
み
島
め
た
結
果
、
還
に
七
年
八
月
富
山
を
振

b
出

し

に

金

閣

各

地

に

米
騒
動
を
誘
接
す
る
に

歪

b
、延
い
て
寺
内
ん
γ

閣

崩

壊

の

因

を

呂

へ

銘

じ

た

の

で

あ

る
。

此

間

賞

路

者

と

し

て

痛

切

に

辛

酸

を

寄

め

た

で

あ

ら

ヴ

乙

と

は

勿

論

で

あ

る

が
、後

年

君

が

物

償

及
・ぴ
米

穀
問
問
題
に
閲
し
て
、
斯
界
に
重
さ
を
な
し
た
も
の
は
．一

其

基

礎

を

侍

し

た

も

の

と

謂

ふ

ベ

主

で

あ

る
。

に
此
時
代
に
於
け
4
0
研

究

と

経

験

と

が

左
記
本
問
題
に
闘
す
る
嘗
年
の
手
記
を
掲
げ
よ
う
。

近
年
物
慣
の
騰
貸
は
、時

局
に
伴
ふ
通
貨
の
膨
脹
を
以
て
第

一
の
原
因
と
す
る
は
、
夫
下
。
識
、者
の
所
設

一
致
す

る
所
に
し
て
、
通
貨
の
増
設
を
放
任
し
川
に
物
憤
調
節
の
詮
を
講
ぜ
む
と
す
る
は
、
臆
痕
を
治
す
る
に
切
聞
の
衡

を
避
け
て
按
躍
を
用
ゐ
る
が
如
し
．
何
ぞ
能
く
共
所
期
を
逮
せ
む
。
加
之
米
慣
の
貴
き
は
、
全
く
諸
物
債
の
昂
騰

に
伴
へ
る
も
の
に

L
て
、
米
慣
濁
り
異
常
の
高
債
を
示
す
に
あ
ち
ぎ
る
は
、
日
本
銀
行
の
調
査
に
翻
る
も
明
白
な

れ
ば
．
穏
に
米
の
債
格
の
み
を
調
節
せ
む
と
す
る
は
、
慨
に
品
央
官
を
得
ず
。
然
る
に
大
擁
省
は
．
物
慣
騰
貨
の
主
因

は
寅
市
賀
惜
に
在
り
て
、
通
貨
膨
脹
の
如
き
は
、
共
原
因
に
あ
ら
ナ
じ
て
寧
ろ
其
結
果
な
り
と
も
仏
し
、大
磯
大
臣
は
．

世
に
所
謂
暴
利
取
締
令
怒
る
も
の
を
組
本
し
て
農
相
に
奥
へ
、農
相
は
忍
も
僚
鹿
の
・
森
識
を
経
る
た
く
、一

．令
の

。
銭
高
間
務
次
官
時
代

一
七
七



然
一
回
揃

事事

犯

一
七
八

下

κ農
陶
器
省
令
と
し
て
稜
布
し
、
以
て
倣
然
天
下
に
臨
め
り
。

穴

F

大
正
六
年
口
月
日
日

κ
鴎
す
。
米
穀
は
閤
民

P
主
要
食
品
に

し

て
、他
の
百
貨
と
白
か
ら
異
る
も
の
あ
れ
ば
．特

是
れ
費
に
米
償
・調
節
の
濫
慨
に

し
て
、共
事
咋

K
債
格
の
調
節
を
必
要
と
す
と
の
設
は
、
亦
必
ず
し
も

一
考
の
＋絵
地
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

岬
紛
れ
H
ζ

も
此
政

策
を
．賀
戸
れ
す
る
の
・迭
は
、必
ず
や
正
米
に
関
す
る
も
の
を
主
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
ヘ
然
る
に
農
相
は
革
も
忽
を
正

議
し
以
矯
ら
く
、投
機
者
流
忘
り
に
期
米
を
森
路
せ
し

・
訴
に
致
合
ず
、
唯
闘
い
叫
れ
期
米
相
場
の
抑
盤
を
事
之
せ
り
。

め
、以
て
正
米
騰
貴
の
図
を
矯
せ
り
と
α

是
に
於
て
か
百
方
威
盤
の
言
酵
を
高
唱
し．
先
づ
暴
利
取
締
令
を
設
用

し
て
、
事
業
家
乞
恐
怖
せ
し
め
、

の
趨
立
の
所
詮
た
り
）
一山
ん
に
取
引
所
に
於
け
る
小
口
落
を
禁
止

し、
終
に
匙
み
て
は
定
期
市
場
に
於
て
、
露
骨
に
賀

方
を
援
助
し
て
買
方
を
鹿
迫
せ
り
（
中
時
）
。

七
．年

四
月
．
農
相
が
碗
特
の
調
節
策
秋
廷
の
効
を
実
せ
ず
、
米
債
益
還
昂
進
す
る
や
、
農
相
は
外
米
管
理
の
政
策
を

行
へ
り
、外
米
専
貨
の
と
と
た
る
や
、
余
が
年
来
の
主
張
に
て
．
昨
年
米
償
問
題
の
起
る
や
先
づ
之
を
進
言
し
、
他
僚

属
亦
之
を
口
に
せ
る
も
の

二
一ニ
に
し
て
止
ら
ず
。
・
然
る
に
農
相
は
更
に
意
を
正
米
に
注
か
す
、

一
に
期
米
駆
抑

に
熱
中
し
、曾
て

下
僚
の
設
を
願
る
己
と
た
か
り
し
が
、
今
や
漸
く
此
策
を
容
る

aa
k
至
れ
り
。
余
等
拾
に
初
め

・
て
愁
眉
を
阿
さ

h

政
策
の
正
路
に
蹄

し
た
る
を
慶
し
た
る
に
何
・ぞ
闘
ら
む
矧
米
制
座
は
却
で
益
E

其
暴
威
を
長
し
．

底
止
す
る
’所
を
知
ら
ざ
ら
．む
と
は
。
ぃ
長
に
於
て
期
米
は
顕
著
・な
る
暴
落
を
来
た
す
を
得
た
り
と
雌
、正
米
は
則

欠
字

ち
日
－K
－に

上
進
の
勢
を
示
し
、
終
に
共
器

一
石
口
閣
の
多
き
を
見
る
に
及
び
、正
米
商
は
乎
を
束
ね
て
形
勢
左
観

（
世
に
所
翻
間
半
戒
告
な
る
も
の
は
、農
相
が
暴
利
取
締
令
賓
施
の
事
鎖
中
、唯
一



墜
し
、
復
た
地
方
米
の
買
附
を
偽
さ
ず
、
最
大
消
費
地
た
る
東
京
．
大
阪
等
の
在
米
は
、
日

一
臼
と
減
少
し
．
A
7

や
米
問

題
は
慣
格
の
貸
廉
に
あ
ら
ず
し
て
、
食
餌
供
給
能
否
の

甚
大

事
件
に
化

せ
り
、
（
下
降
）。

日
米
騒
動
は
合
京
都
（
認
訴
ち
）
に
起
り
・
僚
原
の
勢
を
以
て
会
圏
各
地
に
傍
播
す
・
貨
に
昭
代
の
恨
事
た

り
。
米
騒
動
の
此
の
如
く
各
地
に
蜂
起
し
た
る
の
農
園
は
、
富
豪
に
翻
す
る
一
般
的
反
感
に
在
り
と
縦
、
共
起
る

や
、
米
債
を
動
機
と
せ
る
と
と
岡
よ
り
明
白
の
事
貨
危
り
ア
加
之
昨
年
来
農
相
が
質
点
樹
氏
惜
乞
高
唱
し
て
、
米
司

調
節
左
企
て
た
る
は
、
民
衆
の
米
商
人
に
封
す
る
慈
感
を
煽
動
挑
渡
し
．暴
民
の
米
商
襲
撃
力
を
倍
加
し
た
る
は

是
れ
亦
事
費
に
徴
し
て
明
な
り
と
す
。
，

閣と警
の号挙後
鯵内措
機内鐙

職
に
米
穀
政
策
の
中
極
に
在

b
、白
か
ら
信
ず
る
所
の
針
策
を
持
ち
な
が
ら
、之

を
賞
地
に
施
す

J

り
う
。

乙
と
を
得
ず
し
て
、
眼
前
に
と
の
閤
家
の
不
群
事
を
見
た
と

と

は
、此

の
上
も
な
い
心
外
で
あ
っ
た

併
し
過
ぎ
た
る
は
遣
人
ぺ
か
ら
ず
、
善
後
の
許
に
違
算
な
か
ら
ん
乙
と
を
期
し
、
八
月
二
十

五
目
、
君
は
寺
内
首
相
を
訪
以
恕

ふ
る
所
あ

b
、
翌
廿
六
日
復
た
農
相
官
邸
・に
於
て
‘善

後
の
曾
議
を

開

3
．
切
に
従
京
の
政
策
を
改
め
ん
乙
と
を
設

3
、
爾
京
米
穀
管
理
賞
事
者
を
督
励
し
．
書
夜
を
分
た

ず
身
を
以
て
之
に
嘗
か
、
漸
く
に
し
て
闘
民
食
餌
の
供
給
比
違
算
な

3
を
得
、
騒
擾
も
終
熔
す
る
に

至
っ
た
と
と
は
、備
し
も
不
卒
中
の
幸
で
あ
っ
允
。

大
正
七
年
九
月
二
十

一
目
、
内
閣
総
理
大
臣
寺
内
伯
は
、
関
下
に
伏
し
て
骸
骨
を
乞
う
た
。

其
美

。
農
商
祉
四
次
官
時
代

一
七
九



第
一
線

f事

。一
八

O

関

一
は
、
必
ず

す

る

所
、閤

よ

b
病

躯

職

に

堪

へ

ぎ

る

に

在

っ

た

と

は

い

へ

、其

技

に

韮

b
党

る

動

機

の

君

も

亦

蛍

然
．僻

表

を

提

出

し

た

が

、此

日

貴

族

院

議

員

に

任

ぜ

や

米

騒

動

に

存

し

お

で

あ

ら

う

。

君
歎
じ
て
臼

く
。

ら

れ
、衣

で

十

月

二

日

依

願

免

官

と

な

っ

た

。

鳴
呼
余
資
性
拙
劣
．輔
佐
・の
途
を
全
う
す
る
能
は
ず
し
て
．
農
相
を
し

て
米
慣
調
節
の
策
を
挟
ま
ら
し
め
、
終
に

寺
内
伯
の
寄
託
を
益
う
せ
り
．
職
人
（
7

復
た
何
を
か
言
は
む
、
人
生
党
に
塞
翁
の
馬
の
如
し
。
日
記
れ
よ
り
閑
を
縛
て
‘

時
に
余
の
敬
畏
せ
る
数
四
の
先
輩
を
訪
う
で
、敬
を
承
け
む
殺
。
（
九
月
二
十
一
日
筆
）

夜
任
中
の

官
医

次
官
在
任
四
年
半
、
此
問
主
な
る
官
歴
を
示
せ
ば
、

三
年
四

鍛
道
合
議
員
被
仰
付

月

同

五

月

同

同

同

・十

二

月

四
年
四

同

町 .L.
ノ、

同

一十

港
海
調
査
命
同
委
員
被
仰
付

小

口
保
険
制
度
’
制
査
委
員
被
仰
付

月

大
観
準
備
委
員
被
仰
付

大
穂
使
参
典
・官
被
仰
付

官
業
整
理
調
査
委
員
被
仰
付

月月

米
債
調
節
調
査
A
W
委
員
被
仰
付



同五
年

同同六
年
二

悶

十十十

月月月

同l司七
年
五

同同同同同

j
 

停
川
刊

月

五

月

十
二
月月月

ー.L・ノ、

月

J~ 

月

九

月

十同

月・録
商
務
次
官
時
代

F、

。

京
都
行
幸
供
奉
被
仰
付

叙
勲
二
等
授
瑞
賛
意

大
正
三
、四
年
戦
役
劫
エ
依

y
旭
日
霊
党
意
及
金
二
千
五
百
周
ヲ
授
ケ
賜

フ聯
合
悶
経
済
調
査
曾
議
決
議
賃
施
委
員
被
仰
付

臨
時
産
業
調
査
局
総
務
部
長
ヲ
命
ス

戦
時
船
舶
管
理
局
評
議
員
被
仰
付

叙

従

四

位

臨
時
教
育
曾
議
員
被
仰
付

悶
勢
調
査
評
議
合
評
議
員
被
仰
付

都
市
計
登
調
査
合
委
員
被
仰
付

軍
需
評
議
A
W
副
合
長
被
仰
付

官
有
財
産
調
査
合
委
員
被
仰
付

貴

族

院

令

第

一

俊

第

四

項

品

依

y
貴
族
院
議
員
ニ
任
久

叙

従

三

位



第
一
一
絢

得

sa 

ノ1

内
閣
は
参
政
官
制
度
を
設
叫
り
だ
の
は
、
大
限
内
閣
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
此
際
君
は
依
然
次
官
と

し
て
留
ま

b
、
町
田
忠
治
氏
が
新
に
農
商
務
審
政
官
に
就
任
し
た
。
君
の
事
務
次
官
と
し
て
の
留

在
は
、
本
制
度
の
上
か
ら
殊
に
遁
材
活
所
と
謂
ふ
べ
く
、而
し
て
君
と
町
田
氏
と
の
関
係
は
至
極
悶

マ満
で
．雨
者
相
扶
け
て
良
く
大
臣
輔
佐
の
任
を
全
う
し
た
。

重
ね
る
に
至
っ
た
。

爾
京
町
田
氏
と
は
公
私
共
に
親
交
を

大
正
凶
年
邸
位
の
大
典
に
は
、
大
雄
準
備
委
員
を
、
次
で
大
穂
使
婆
奥
官
を
仰
せ
付
ら
れ
、
十
一

京
都
行
幸
に
供
奉
し
、大
雄
の
日
の

創
立
大
巾
到

に
叡
列
ナ

月

t多撤念記仕若草緯大イ立lW御作四五大

威
儀
に
列
し
党
。

君
は
此
瞬
古
の

盛
典
に
、直
接
盛
期
央
し
た
光
楽
に
非

常
に
戚
激
し
、
律
詩
七
篇
を
恭
賦
し

て
奉
．
換
の
畑
誠
を
致
し
、
叉
紫
震
殿

大
前
の
儀
に
奉
仕
し
だ
時
の
衣
冠

束
帯
並
弓
箭
等
威
儀
物
一
切
は
、
私

す
べ
き
に
あ
ら

ず
と
し
、之
を
大
典

記
念
山
口
聯
立
敬
育
博
物
館
に
寄



贈
し
、
唯
侃
万
の
み
家
賓
と
し
て
停
へ
、毎
年
元
日
一
床
に
飾
っ
て
、嘗
時
の
盛
儀
を
偲
ん
マ
ゐ
た
。

王
政
維
新
五

十
年
。

重
事
承
統
告
皇
天
。

式
微
鴫
昔
廟
猷
冷
。

侠
沿
如
今
帝
徳
宣
。

悶
悶
衣
冠
朝
憾
後
0

・殊
方
玉
吊
貢
手
先
。

盛
哉
儀
典
振
千
古
。

瑞
籍
箆
範
紫
尉
透
。

私
的
方
図

此
時
代
・既
民
政
界
の
五
頭
名

士
に
知
己
を
得
て
ゐ
だ
之
と
ば
蛍
然
で
あ
る
が
、其
中
に
は
政
識

人
も
砂
く
な
か
っ
た
。
高
橋
日
記
清
、
犬
養
毅
、
安
蓬
謙
減
等
の
諸
氏
と
は
殊
に
親
交
が
あ
っ
た
。
叉

西
岡
寺
公
に
も
知
遇
を
得
、元
老
山
牒

．公
に
は
特
に
容
願
を
得
て
屡
e
訪
問
花
的
に
意
見
を
も
開
陳

し
た
と
と
は
、
前
逃
の
如
く
で
あ
る
。

最
も
私
淑
し
て
ゐ
た
大
浦
衆
武
子
は
、大

正
七
年
九
月
三
十
日
鎌
倉
で
逝
去
し
た
が
、氏
が
閑
地

に
就
い
て
以
京
相
見
ぎ
る
乙
と

二
年
、近
く
退
職
を
珠
想
し
て
ゐ
た
君
は
、九

月
中
旬
番
を
以
て
・
其

意
を
遁
じ
、且
閑
を
得
ば
速
か
に
往
訪
を
約
し
た
。

然
る
に
未
だ
約
を
果
す
に
至
ら
ず
し
て
、此
卦

に
接
し
て
痛
恨
措
か
ず
、
異
に
師
弟
の
誼
を
以
て
之
を
弔
し
、
葬
儀
高
端
は
勿
論
親
し
く
後
事
を
世

話
し
、又
記
念
事
業
命
間
設
立
に
闘
し
て
は
、

一
木
、伊
湾
、
下
岡

等
の
諸
氏
と
共
に
、中
心
と
な
っ
て
侍
記

編
纂
に
、勝
又
大
浦
育
英
舎
の
設
立
に
多
大
の
力
の
致
し
、育
英
合
設
立
後
は
、理
事
又
は
監
事
と
し

て
、
常
に
悶
舎
の
魚
崎
労
を
齢
せ
ず
、
本
舎
を
遁
じ
て
海
外
援
展
の
志
望
を
有
す
る
人
材
養
成
に
意
を

。
県
尉
官
冊
目
務
次
官
時
代

一
八
三



第
一

編

体

記

一
八
四

用

以

て

ゐ

た
0

・

君
が
十
月
一

日
接
手
し
た
大
浦
子
の
手
簡
は
、そ
の
逝
去
の
目
、九
月

三
十
日
の
執
筆
で
、午
後
三

時
の
消
印
が
あ

b
d共
に
翁
の
絶
筆
で
あ
っ
た
。

る
の
思
以
で
、此
手
簡
を
積
ん
だ
。
後
之
を
巻
軸
に
接

し

て
丁
寧
に
保
存

し
た。

に

君
の
大
浦
子
に
針
す
る
情
誼
の
程
が
知
ら
れ
る
。

央
大
浦
先
生

君
は
悌
一
波
止
め
あ
へ
ず
、恰
も
生
前
の
・
翁
に
接
す

左
の
一
首
と
共

問
訊
易
疏
澗
。

傷
苔
慶
事
煩
。

謝
官
初

、途
去
。

問
卦
忽
鈎
魂
。

秀
爽
高
人
気。

寅
花
笠
有
色
。

涙
典
露
華
繁
。

淋
問
絶
筆
痕
。

国
に
、
大
補
予
の
偉
大
さ
は
、
寧
ろ
共
波
落
後
に
一
般
に
認
め
ら
れ
た
感
が
る
る
が
、永
年
子
を
畏
敬
し
て
ゐ
た

君
の
思
慕
は
、子
に
封
ず

る
同
情
と
共
に
益
品
開
く
、師
弟
の
真
情
も
菅
な
ら
ざ
る
も
の
が
め
っ
た
。

業
舎
も
．
此
の
如
き
君
等
の
心
情
に
基
き
創
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
浦
育
英
舎
は
．大
正
十
五
年

三
月
の
創

立
で
．
そ
の
日
的
は
「海
外
渡
展
審
議
に
従
事
す

べ
き
人
材
を
養
成
す
る
｝
に
在
る
が
ど

れ
は
．
子
が
生
前
南
米
移
民

を
始
め
、共
他
悔
外
殻
展
に
依
り
、
我
が
人
口
問
題
に

貢
献
せ
ん
と
す
る
大
主
張
に
基
く
も
の

』
如
く．
基
金
十
数

寓
闘
を
有
し
、
創
立
以
来
既
に
百
五
十
飴
人
の
貸
費

生
を
出
し
て
ゐ
る
そ
う
で
み
る
。

大
浦
記
念
事

赤
奴
榎
町

に
居
る

次
官
就
任
と
同
時
に
、赤
坂
榎
坂
町
に
移
縛
し
た
が
、高
妥
で
口
皆
が
良

く、
頗
る
気
に

入

っ
て
お



だ
、
依
然
夫
婦
暮
ら
し
で
直
接
の
係
累
と
て
は
な
く
、寧
ろ
紙
幾
の
生
活
で
あ
っ
た
。

「俺

も

ど

う

や

ら
借
金
が
無
く
な
っ
た
」
と
、友

人

に

漏

ら

し

だ

の

も

確

か

此

時

代

で

あ

っ

た

。

そ

れ

か

あ

ら

ぬ
か

次

官

晩

年

の

境
、邸

宅

を

求

め

ん

と

す

る

の

意

動

主

、機

に

鰯

れ

て

賀

郡

を

物

色

し

た

と

と

・も
あ
っ

た
。
局
長
。
時
代

か

ら

凝

b
出

し

た

骨

董

趣

味

は
、此
頃
大
に
山
高
じ
て
来
て
、
相
嘗
比
香
華
其
他
の
骨

董
口
聞
を
蒐
め
て
ゐ
た
。
書
の
稽
古
も
此
頃
大
に
進
歩
し
、詩

作

と

共
h

件
、唯

一

の

趣

味

と

し

て

擁

護

す
る
と
と
も
屡
を
で
あ
っ
た
。
叉
興
に
乗
じ
て
は
締
筆
も
取
っ
て
、保
岩
奇
蘭
を
な
す
っ
た
が
、
到
底

物

に

な

ら

ず

と

知

っ

て

か
、流

・石

物

好

き

の

君

も

之

れ

丈

け

は

止

め

允

ょ

う

だ

。

此

頃
、君

等

の

小

集

合

比
、異
同
倶
楽
部
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。

君

の

按
．起

に

因

る

と

も

い

は

れ

て

ゐ

る

が
、合
員
は
い
づ
れ
も
、
山
口
以
来
の
牒
人
親
友
の
み
で
あ
っ
党
が
、面

白

い

の

は

そ

の

顔

振

一
つ
専
問
の
話
を
す
る
義
務
を
負
は
活
れ
て
ゐ
た
。

れ
で
、各
e
毛
色
が
獲
っ
て
ゐ
て
、集

令

毎

記
、何
か

・法

律

政

治

方

面

問
主
落
し
も
あ
る
か
も
知
れ
泊
。
か
、部
門
別
の
・
部
員
は

文

面

撃

方

茸r..

島4
-"r 

方

面

工

撃

面

方
。
酬
脱
出
同
社
相
次
官
時
代 上

山
、松

崎

議

三

杉
敏
介
、
岡
部
精

井

上

繕

之

助
、中

村

精

男

桂
耕
三

．一．‘．‘． ．‘． 

一
八
五



修

一
一絢

官事

記

一
八

六

柏

村

孝

正

等
の
諸
氏
で
、
異
同
倶
楽
部
の
名
に
相
臆
は
し
い
顔
揃
び
で
あ
る
。
部
名
は
杉
氏
の
接
築
芦
そ

う
芦
0

・
話
の
種
も
議
き
た
頃
、
田
中
義
一
少
時
を
引
張
っ
て
来
て
、師

岡

増

設

論

の

長

炭

苦

を

も

問

そ
れ
か
あ
ら
ね
か
、
此
無
邪
気
の
集
合
も
、
傍
目
か
ら

は
、何

ん

だ

か

意

盤

撃

方

面

い
だ
之
と
が
あ
る
‘そ

う

だ
。

味

あ

b
そ

う

な

調

線

を

向
・け
ら
れ
た
乙
と
も
あ
っ
た
と
の
乙
と
で
あ
る
。

一
時
肥
満
し
過
ぎ
る
位
で
あ
っ
た
が
、
健
康
は
良
か
っ
た
、
唯
大
正
四
年
悲
、
青
年
時
代
よ

b
の
持

病
た
る
痔
疾
を
忠
ひ
、接
師
よ

b

入
院
治
療
を
勧
s
め
ら
れ
た
が
、公

務
多
忙
の
鵡
果
ぷ
ず
、約
三
週
間

臥
床
し
一
時
的
に
治
癒
し
た
の
と
、
七
年

夏

惑

性

の

指

頭

腫

物

に

憎

ま

3
れ

た

位

で

あ

っ

究
。

し

夫

人

は

依

然

病

弱

で
、此

方

の

心

配

は

絶

え

な

か

っ

た
、時

に

は

月

除

に

及

ん

で

病

臥

す

る

乙

と Hf 

も
あ
っ
た
。

還

に

日

本

製

錬

に

赴

任

し

た

合

弟

は

、此

頃

農

商

務

省

に

勤

め

て

ゐ

た

が

、五

年

夫

人
．M
仙
波
し
、
笠

六

年

八

月

後

婆

を

迎

へ

て
、日

光
大
原
銀
山
に
赴
い
た
。

ー




